
　

県
議
会
は
、
令
和
元
年
十
二
月
定
例
会

を
十
二
月
三
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
十
六

日
間
の
日
程
で
開
き
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
提
案
理
由
説
明
で
長
崎
幸
太
郎

知
事
は
、台
風
十
九
号
被
害
に
つ
い
て「
上

陸
前
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
事

前
準
備
を
整
え
、
発
災
後
は
、
災
害
復
旧

対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
最
速
・
最
短
で

復
旧
を
目
指
し
て
対
応
し
て
い
る
。
道
路

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
、
国
の
災
害
査

定
を
待
た
ず
、
仮
設
道
路
な
ど
の
応
急
工

事
を
速
や
か
に
実
施
し
、
県
民
生
活
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
」
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
今
回
脆
弱
性
が
露
呈
し
た
中

央
自
動
車
道
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
と
い
っ
た
東

京
方
面
へ
の
重
要
な
交
通
網
の
強
靱
化
や

大
規
模
停
電
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
、

国
や
東
京
電
力
な
ど
と
協
議
の
場
を
設
定

し
、
具
体
的
な
リ
ス
ク
軽
減
策
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

韮
崎
市
の
養
豚
場
で
感
染
が
確
認
さ
れ

た
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
コ
レ
ラ
）へ
の
対
応
で
は「
感

染
確
認
直
後
に
対
策
本
部
員
会
議
を
開
き
、

初
動
防
疫
措
置
を
徹
底
し
た
。
風
評
被
害

な
ど
も
含
め
、
国
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
て
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
速
や
か
に
対
策
を

講
じ
て
い
く
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
「
新
た

な
総
合
計
画
は
、
私
の
県
政
推
進
の
思
い

や
考
え
を
も
と
に
、
山
梨
県
の
未
来
像
を

形
に
し
た
も
の
で
、
幅
広
く
意
見
を
聞
き

な
が
ら
策
定
を
進
め
て
き
た
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
で
は

「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
高

ま
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
一

過
性
の
も
の
に
せ
ず
、『
ス
ポ
ー
ツ
で
稼

げ
る
県
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に
幅
広
く

議
論
す
る
懇
話
会
を
設
置
す
る
。
総
合

球
技
場
に
つ
い
て
も
懇
話
会
で
取
り
上

げ
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
が
発
揮
で
き

る
よ
う
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
検
討
を

深
め
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
知
事

の
説
明
を
受
け
て
、
十
二
月
六
日
、
九
日

か
ら
十
一
日
の
四
日
間
、
代
表
・
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
詳
報
は
二
面
）

　

十
二
月
十
二
日
に
は
、
教
育
厚
生
、
土

木
森
林
環
境
委
員
会
、十
三
日
に
は
総
務
、

農
政
産
業
観
光
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託

案
件
や
所
管
事
項
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。（
詳
報
は
三
面
）

　

定
例
会
最
終
日
の
十
二
月
十
八
日
に

は
、
総
額
八
十
一
億
八
千
八
百
四
十
一
万

六
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
二

十
案
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

県
歌
「
山
梨
県
の
歌
」
は
、
戦
後
の
混

乱
期
に
あ
っ
て
、
郷
土
の
す
ば
ら
し
さ
を

認
識
し
、
理
想
山
梨
建
設
の
郷
土
愛
を
高

揚
さ
せ
る
た
め
に
、
昭
和
二
十
五

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
や
ま

な
し
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
改

め
て
県
歌
の
重
要
性
を
認
識
し
、
次
の
世

代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、
県
議
会
の

責
務
と
考
え
、
県
歌
の
普
及
促
進
に
関
す

る
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

※	

四
面
に
「
山
梨
県
の
歌
」
の
譜
面
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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十
二
月
定
例
会
の
概
要

令和２年１月７日　県議会議事堂前

議
会
活
動
の
紹
介

県
歌
「
山
梨
県
の
歌
」
の
普
及
促
進

に
関
す
る
決
議

　

　大柴邦彦議長は、長崎知事からの申し出
を受け、議案の審査及び議会の運営に関す
る協議及び調整を行う場である全員協議
会を開催しました。12月11日には、12月
定例会に提出された山梨県総合計画策定に
ついて、また18日には、リニア山梨県駅（仮
称）の駅位置の検証結果について、知事から
説明を受けた後、議員から活発な意見交換
が行われました。

全員協議会の開催

県議会トピックス

県民の率先垂範となり議場で県歌を斉唱する議員ら



●	

障
害
者
の
雇
用
促
進

●	

食
文
化
の
継
承

大
久
保 

俊
雄

（
自
民
党
誠
心
会
）

●	

観
光
消
費
額
の
拡
大

●	「
ワ
イ
ン
県
」宣
言
を
き
っ
か
け
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

●	

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
医
療
費
適
正
化
の
推
進

●	

荒
廃
農
地
対
策

●	

山
梨
県
自
転
車
活
用
推
進
計
画

●	

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度

●	

県
立
博
物
館
の
利
用
促
進

志
村 

直
毅

（
自
民
党
誠
心
会
）

●	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の
育
成

●	

が
ん
対
策

●	

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

●	

福
祉
専
門
機
関
の
体
制
強
化

●	

県
産
木
材
の
利
用
促
進

●	

河
川
に
お
け
る
水
位
情
報
の
提
供

●	

本
県
に
お
け
る
物
流
道
路
の
整
備

●	

八
代
射
撃
場
の
改
修

●	

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
円
滑
な
実
施

●	

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
の
大
規
模
化
へ
の
対
応

臼
井 

友
基

（
自
民
党
誠
心
会
）

●	

市
町
村
と
一
体
と
な
っ
た
企
業
誘
致
の
推
進

●	

持
続
可
能
な
初
期
救
急
医
療
体
制
の
確
保

●	

今
後
の
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

山
梨
県
固
有
の
法
定
外
税

●	

森
林
を
生
か
し
た
地
域
の
活
性
化

●	

狩
猟
者
の
研
修
施
設
の
整
備

●	

夜
間
中
学

向
山 

憲
稔

（
自
民
党
誠
心
会
）

●	

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

●	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

●	

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設（
Ｉ
Ｒ
）

●	

新
山
梨
環
状
道
路
北
部
区
間
の
整
備

●	

水
害
時
の
避
難
所
不
足
と
広
域
避
難

●	

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
県
産
農
産
物
の
輸
出
戦
略

●	

山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
へ
の
支
援

●	
口
腔
ケ
ア
を
踏
ま
え
た「
や
ま
な
し
デ
ー
タ
ｄｅ
ヘ
ル
ス
事

業
」の
展
開

●	

保
育
士
の
処
遇
や
業
務
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
の
整
備
状
況

●	

災
害
廃
棄
物
の
処
理

●	

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
活
用
の
た
め
の
登
山

道
整
備

●	

韮
崎
警
察
署
の
移
転
に
伴
う
諸
対
応

渡
辺 

淳
也
　

（
自
民
党
誠
心
会
）

●	

世
界
遺
産
富
士
山

●	

富
士
山
火
山
対
策
の
取
り
組
み

●	

富
士
・
東
部
地
域
に
お
け
る
小
児
救
急
医
療
提
供
体
制
の

拡
充

●	

保
育
の
質
の
確
保

●	

入
山
川
の
河
川
整
備

●	

や
ま
な
し
パ
ワ
ー
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ

●	

食
育
の
推
進
と
栄
養
教
諭
の
配
置
促
進

卯
月 

政
人

（
令
和
会
）

●	

Ｊ
Ｒ
中
央
線
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
携
帯
電
話
不
通
話
区
間

の
解
消

●	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
活
用
し
た
防
災
体
制
の
強
化

●	

東
部
地
域
の
障
害
児
者
へ
の
支
援
体
制
の
強
化

●	

発
達
障
害
へ
の
理
解
促
進
と
支
援
の
強
化

●	

農
泊
の
推
進

●	

大
月
市
内
の
道
路
整
備

●	

災
害
に
強
い
国
道
二
十
号
の
整
備

●	

や
ま
び
こ
支
援
学
校
の
移
転
整
備

市
川 

正
末

（
自
民
党
誠
心
会
）

●	
障
害
者
の
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●	

介
護
人
材
の
確
保
・
定
着

●	

県
内
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保

●	

林
道
富
士
東
部
線
の
整
備

●	

県
東
部
地
域
の
道
路
整
備

●	

若
手
教
員
へ
の
支
援

流
石 
恭
史

（
自
民
党
誠
心
会
）

●	

十
月
に
本
県
を
襲
っ
た
台
風
第
十
九
号
の
災
害
対
応

●	

県
道
鳴
沢
富
士
河
口
湖
線
勝
山
バ
イ
パ
ス
に
つ
な
が
る
足

和
田
ト
ン
ネ
ル

●	

富
士
五
湖
の
環
境
対
策

●	

国
道
四
百
十
三
号
道
志
バ
イ
パ
ス
の
整
備

●	

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進

や　ま　な　し　県　議　会　だ　よ　り 　令和２年（2020年）1月26（日）　（2）
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● 
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
に
向
け
た
取
り
組
み

● 
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化

● 

女
性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み

● 

県
立
障
害
者
施
設
の
あ
り
方

● 

児
童
虐
待
の
防
止
対
策

● 

ご
み
処
理
広
域
化

● 

医
療
機
器
関
連
産
業
の
進
展
に
関
す
る
静
岡
県
と
の
連
携

● 

地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ
く
物
流
等
基
本
計
画
の
取

り
組
み

● 

農
業
の
六
次
産
業
化
の
推
進

● 

災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

● 

豪
雨
災
害
へ
の
対
応

● 

少
人
数
教
育
の
導
入

● 

い
じ
め
へ
の
対
応

● 

山
梨
県
総
合
計
画
の
進
め
方

● 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

● 

メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
の
推
進

● 
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進

● 
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
の
推
進

● 
企
業
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画
の
策
定
の
促
進

● 

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

● 

「
火
山
防
災
強
化
推
進
都
道
県
連
盟
」
の
取
り
組
み

● 

本
県
の
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材

の
活
用

● 

技
術
者
と
し
て
の
武
田
信
玄
公
を
活
用
し
た
観
光
振
興

● 

住
民
発
意
に
よ
る
美
し
い
県
土
づ
く
り

● 

県
道
甲
府
南
ア
ル
プ
ス
線
、
通
称
「
バ
ス
通
り
」
と
「
廃

軌
道
」
の
市
へ
の
移
管

● 

明
年
度
当
初
予
算
の
編
成

● 

恩
賜
林
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

● 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
転
車
競
技
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
開
催
効

果
の
全
県
へ
の
波
及

● 

米
軍
機
に
よ
る
低
空
飛
行

● 

山
梨
県
立
大
学
に
お
け
る
人
材
育
成
の
取
り
組
み

● 

富
士
山
登
山
者
の
安
全
対
策

● 

県
庁
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
業
務
の
効
率
化

● 

自
殺
防
止
対
策
の
推
進

● 

上
流
県
と
し
て
の
環
境
保
全
の
推
進

● 

水
素
・
燃
料
電
池
関
連
産
業
の
進
展
に
向
け
た
取
り
組
み

● 

更
な
る
観
光
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み

● 

Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
防
疫
対
策

● 「
富
士
の
介
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み

● 

新
た
な
御
坂
ト
ン
ネ
ル

● 

幼
児
教
育
と
少
人
数
学
級

自
民
党
誠
心
会
　
河
西 
敏
郎

自
民
党
誠
心
会
　
白
壁 

賢
一

リ
ベ
ラ
ル
や
ま
な
し
　
清
水 

喜
美
男

杉
山
　
肇

（
自
民
党
誠
心
会
）

●	

障
害
者
の
社
会
参
加

●	

ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策

●	

産
業
人
材
の
確
保
・
育
成

●	

台
湾
と
の
青
少
年
交
流
の
促
進

●	

都
留
市
内
の
農
産
物
直
売
所
等
を
支
え
る
担
い
手
の
確

保
と
定
着

●	

県
内
の
土
砂
災
害
対
策

●	

子
ど
も
の
体
力
向
上

山
田 

七
穂

（
リ
ベ
ラ
ル
や
ま
な
し
）

●	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

●	

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
統
合

代
表
質
問

一
般
質
問

	12月定例県議会では、12月6日、9日から11日の 4日間にわたり、代表、一般質問が行われました。
各議員の質問項目は次のとおりです。

●
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

・	

山
梨
県
知
事
、副
知
事
、公
営
企
業
の
管
理

者
、教
育
長
及
び
常
勤
監
査
委
員
の
通
勤

手
当
及
び
期
末
手
当
支
給
条
例
及
び
山
梨

県
特
別
職
の
秘
書
の
職
の
指
定
等
に
関
す

る
条
例
中
改
正
の
件

・	

山
梨
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

・	

山
梨
県
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

・	

山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与

の
特
例
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

・	

山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与

の
特
例
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

・	

山
梨
県
手
数
料
条
例
中
改
正
の
件

・	

山
梨
県
児
童
福
祉
施
設
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
及
び
山
梨
県
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
中
改
正
の
件

・	

山
梨
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管

理
条
例
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管

理
条
例
中
改
正
の
件

・	

令
和
元
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
補
正
予
算

・	

令
和
元
年
度
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
特
別

会
計
補
正
予
算

・	

令
和
元
年
度
山
梨
県
集
中
管
理
特
別
会
計

補
正
予
算

・	

令
和
元
年
度
山
梨
県
流
域
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

・	

契
約
締
結
の
件

・	

訴
え
の
提
起
の
件

・	

指
定
管
理
者
の
指
定
の
件

・	

当
せ
ん
金
付
証
票
発
売
の
件

・	

地
方
独
立
行
政
法
人
山
梨
県
立
病
院
機
構

の
中
期
目
標
を
定
め
る
件

・	

山
梨
県
総
合
計
画
策
定
の
件

●
可
決
さ
れ
た
決
議

・	

県
歌「
山
梨
県
の
歌
」の
普
及
促
進
に
関

す
る
決
議

・	

地
下
水
に
着
目
し
た
法
定
外
税
導
入
に

関
す
る
決
議

議
案
等
に
対
す
る

議
員
別
の
賛
否
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。



機
関
へ
の
普
及
が
重
要
で
あ
る
。
こ

う
し
た
中
で
、
山
梨
県
医
師
会
で
は

組
織
と
し
て
連
携
手
帳
の
普
及
に
取

り
組
む
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
に

お
い
て
も
電
子
版
か
か
り
つ
け
連
携

手
帳
を
初
め
と
し
た
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

ヘ
ル
ス
・
レ
コ
ー
ド
の
普
及
と
活
用

に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
国
の
動
向
も
見

据
え
な
が
ら
、
県
内
へ
の
一
層
の
普

及
に
向
け
て
鋭
意
検
討
を
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

山
梨
県
児
童
福
祉
施
設
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及

び
山
梨
県
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
中
改
正
の
件

・	

地
方
独
立
行
政
法

人
山
梨
県
立
病
院

機
構
の
中
期
目
標

を
定
め
る
件

　  

電
子
版
か
か
り
つ
け
連
携

手
帳
に
期
待
さ
れ
る
効
果
は
何

か
。
ま
た
、
今
後
、
さ
ら
な
る

普
及
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
展

開
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

  

医
療
関
係
者
や
介
護
関
係
者

は
、
こ
れ
ま
で
患
者
本
人
の
口
頭
で

の
申
告
な
ど
で
、
他
の
病
院
な
ど
の

診
療
内
容
を
把
握
し
て
い
た
が
、
連

携
手
帳
で
の
デ
ー
タ
提
示
に
よ
っ

て
正
確
か
つ
容
易
に
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
よ
り
適
切
な
治

療
や
健
康
管
理
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
電
子
版
か
か
り
つ
け
連
携

手
帳
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
県
内
医
療

　
  

滞
納
が
あ
っ
た
場
合
、県
外

の
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
も
、

県
内
の
場
合
と
同
様
に
納
入
催

告
通
知
等
の
書
面
で
の
催
告
を

行
っ
て
い
く
。回
収
困
難
な
場

合
は
、弁
護
士
事
務
所
に
回
収

を
依
頼
す
る
な
ど
、未
収
金
を

ふ
や
さ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

ま
た
、今
回
の
入
居
要
件
の

緩
和
に
よ
り
、県
外
の
単
身
者

も
入
居
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、二
十
代
や
三
十
代
の
若
者

層
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

	・	

林
道
災
害
復
旧
費

	・	

山
梨
県
手
数
料
条

　
例
中
改
正
の
件

　  

総
合
計
画
に
描
く
二
十
年

後
の
未
来
は
、現
在
、十
代
の
若

者
が
、既
に
社
会
に
出
て
い
る

時
代
で
あ
る
が
、こ
う
し
た
若

者
が
自
分
た
ち
の
未
来
を
つ

く
っ
て
い
く
県
政
に
関
心
を
持

ち
、発
言
し
て
い
く
こ
と
は
、大

変
重
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
に

も
、総
合
計
画
に
よ
り
実
現
を

目
指
す
将
来
像
は
、中
高
生
に

も
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
、わ
か
り
や
す
い
形
で
県
民

に
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る

が
、ど
の
よ
う
な
方
法
で
、将
来

の
姿
を
県
民
と
共
有
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

 

二
十
年
後
の
山
梨

に
暮
ら
す
人
々
の
生

活
を
、さ
ま
ざ
ま
な

生
活
シ
ー
ン
を
切
り

取
る
形
で
、漫
画
や
イ
ラ
ス
ト

な
ど
で
描
き
、自
分
自
身
の
未

来
の
姿
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
冊
子
を
、導

入
編
と
し
て
、計
画
本
体
と
は

別
に
作
成
す
る
。冊
子
は
年
度

内
に
作
成
し
、市
町
村
や
図
書

館
な
ど
県
民
の
目
に
触
れ
や
す

い
と
こ
ろ
に
配
布
し
た
り
、県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
り

す
る
ほ
か
、特
に
中
高
生
に
つ

い
て
は
、教
育
委
員
会
の
協
力

を
得
る
中
で
、広
く
周
知
し
て

い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性

化
懇
話
会
開
催
費

・
庁
内
託
児
所
設
置
事
業
費

　  

本
事
業
は
、
台
風
十
九
号

に
よ
る
被
害
に
対
応
す
る
た
め

計
上
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
う
の
か
。

　
ま
た
、
事
業
の
周
知
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　  

本
事
業
は
、
損
壊
し
た
市
町

村
の
鳥
獣
害
防
除
施
設
や
農
業
者

の
農
業
用
施
設
等
の
復
旧
を
支

援
す
る
も
の
で
あ
る
。
鳥
獣
害
防

除
施
設
に
関
し
て
は
、
土
砂
の
押

し
出
し
に
よ
る
柵
の
倒
壊
等
の
被

害
に
よ
り
、
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
等

に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
防
止

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
早

期
に
復
旧
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。
ま
た
、
農

業
用
施
設
等
に
関
し
て

は
、
果
樹
棚
等
の
施
設

に
つ
い
て
、
国
が
特
例

で
補
助
率
を
十
分
の
三
か
ら
十
分

の
五
に
引
き
上
げ
、
県
と
市
町
村

が
十
分
の
四
を
支
援
す
る
こ
と
か

ら
、
従
前
よ
り
手
厚
い
支
援
と
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
既
に
施
設
等

の
撤
去
や
再
建
修
繕
に
着
手
、
完

了
し
た
も
の
も
補
助
の
対
象
と
し

て
い
く
。

　

ま
た
、事
業
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

農
務
事
務
所
が
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
と

連
携
し
、
被
災
農
業
者
に
対
し
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
と
と
も
に

説
明
を
行
い
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

被
災
県
観
光
需
要
喚
起
対
策

事
業
費

・
被
災
中
小
企
業
復
旧
支
援
事

業
費
補
助
金

　  

今
回
の
改
正
に
お
い
て
、県

営
住
宅
等
へ
の
入
居
を
促
進
す

る
た
め
、県
内
居
住
と
し
て
い

る
連
帯
保
証
人
の
要
件
を
県
外

居
住
者
に
も
広
げ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、家
賃
の
滞
納
が

あ
っ
た
場
合
、県
外
の
連
帯
保

証
人
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、今
回
、入
居
要
件
を
緩

和
す
る
こ
と
に
よ
り
移
住
の
促

進
を
期
待
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、ど
の
よ
う
な
効
果
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。
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議場・議長室の見学をしてみませんか。県民の皆さんに県議会がより身近なものとなるよう議場・議長室の見学を実施しています。
議会の仕組みなどについてわかりやすく説明します（議会会期中など、見学できない場合があります）。
詳しくは、県議会事務局議事調査課（TEL 055-223-1813）までお問い合わせください。

●答

●答

● 問

農
政
産
業
観
光

委
員
会

委
員
長	

猪
股 

尚
彦

教
育
厚
生委
員
会

委
員
長	

渡
辺 

淳
也

土
木
森
林
環
境

委
員
会

委
員
長	

宮
本 

秀
憲

　

総
務
、
教
育
厚
生
、
農
政
産
業
観
光
、
土
木
森
林
環
境
の
四
常
任
委
員
会
は
、
十
二
月
十
二
日
、
十
三

日
に
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等
の
付
託
議
案
及
び
請
願
に
係
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

十
二
月
十
八
日
の
本
会
議
で
は
、
各
常
任
委
員
長
が
審
査
の
内
容
及
び
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

議
会
閉
会
中
に
、
各
常
任
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
事
項
の
審
議
の

参
考
と
す
る
た
め
に
、
県
内
外
に
出
向
き
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

各
常
任
委
員
会
の
県
内
調
査
の
主
な
状
況
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

山
梨
県
総
合
計
画
策
定

電
子
版
か
か
り
つ
け
連
携
手
帳

普
及
促
進
モ
デ
ル
事
業
費
補
助
金

被
災
農
業
施
設

復
旧
支
援
事
業
費

山
梨
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

設
置
及
び
管
理
条
例
及
び
山

梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
中
改
正
の
件

●答 ● 問

委員会
リポートリポートリポート

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

委
員
会

● 問

●答

● 問

総
務
委
員
会

委
員
長	

乙
黒 

泰
樹

議会活動の紹介

県
内
調
査

　令和元年８月に竣工した南都留合同庁舎（都留市）の移転整
備について、これまでの経緯や建設工事の概要説明などを受け
た後、庁舎内を視察しました。また「外国人留学生に選ばれる
山梨について」をテーマに、山梨学院大学の外国人留学生の皆
様と意見交換（写真）をしました。

　平成 30 年８月に供用開始した富士北麓公園（富士吉田市）
の屋内練習走路を初めとする施設について、整備状況などの説
明を受けた後、施設内を視察（写真）しました。また「看護人
材確保・育成について」をテーマに、公益社団法人山梨県看護
協会会員の皆様と意見交換をしました。

　県内の畜産経営の優良事例である農業生産法人黒富士農場と
有限会社小林牧場（いずれも甲斐市）において、概要説明を受
けた後、施設内を視察（写真）しました。また「県内中小企業
の現状と今後の展望について」をテーマに、一般社団法人山梨
県機械電子工業会会員の皆様と意見交換をしました。

　令和元年５月に稼働した株式会社キーテック山梨工場（身延
町）において、木材加工流通施設整備事業について概要説明を
受けた後、工場内を視察（写真）しました。また「山梨県の建
設業の現状と課題について」をテーマに、一般社団法人甲府地
区建設業協会会員の皆様と意見交換をしました。

総務
委員会

教育厚生
委員会

農政産業
観光委員会

土木森林
環境委員会

常
任
委
員
会
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紙面や議会広報へのご意見、ご希望をお寄せください。また、点字版・ＣＤ版・ホームページ上の音声版もご利用ください。
宛先　〒400-8501　甲府市丸の内１−６−１　山梨県議会事務局議事調査課　TEL 055-223-1814　FAX 055-223-1817　Eメール gijichosa@pref.yamanashi.lg.jp

　２月定例会は次のとおり開催する予定です。
ぜひ傍聴にお越しください。

２月定例会の予定

	 2月17日（月）本会議（開会）
25日（火）本会議（質疑・質問）
26日（水）本会議（質疑・質問）
27日（木）本会議（質疑・質問）
28日（金）本会議（質疑・質問）

3月		2日（月）常任委員会（令和元年度関係）
		3日（火）常任委員会（令和元年度関係）
		4日（水）本会議（令和元年度関係）
		5日（木）常任委員会（令和２年度関係）
		6日（金）常任委員会（令和２年度関係）
9日（月）常任委員会（令和２年度関係）
10日（火）常任委員会（令和２年度関係）
23日（月）本会議(閉会)

※	常任委員会については分散開催を実施
する予定です。

※	現時点での予定であり、今後変更となる
場合があります。

　

議
会
運
営
委
員
会
（
浅
川
力
三
委
員
長
）
は
、

今
後
の
議
会
運
営
及
び
議
会
改
革
の
参
考
と
す
る

た
め
、
香
川
県
議
会
と
岡
山
県
議
会
を
訪
問
し
、

政
策
条
例
の
制
定
や
政
策
提
言
の
状
況
、
ま
た
、

議
会
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、児
島
ジ
ー

ン
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
（
児
島
商
工
会
議
所
・
岡
山
県

倉
敷
市
）
に
お
い
て
、
地
場
産
業
の
振
興
と
地
域

創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
と
視
察
を
し
た

ほ
か
、
徳
島
県
庁
に
お
い
て
、
消
費
者
庁
誘
致
に

係
る
経
緯
と
受
け
入
れ
体
制
な
ど
県
の
対
応
と
、

消
費
者
行
政
新
未
来
創
造
オ
フ
ィ
ス
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

九
月
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会

（
鈴
木
幹
夫
委
員
長
）
は
、
議
会
閉
会
中
、
平
成

三
十
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
の
内
容
及
び
平
成
三
十
年
度
公
営
企

業
会
計
（
県
企
業
局
の
電
気
事
業
、
温
泉
事
業
、

地
域
振
興
事
業
）
の
決
算
内
容
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
十
二
月
定
例
会
開
会
日
の
本

会
議
で
、
委
員
長
が
報
告
し
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

　

山
梨
県
特
殊
詐

欺
の
被
害
防
止
条

例
案
作
成
委
員
会

（
鈴
木
幹
夫
委
員

長
）
は
、
特
殊
詐

欺
の
被
害
防
止
条

例
案
の
作
成
の
参

考
と
す
る
た
め
、

埼
玉
県
議
会
を
訪

問
し
「
埼
玉
県
特

殊
詐
欺
撲
滅
条
例
」

に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

調
査
先
で
は
、

条
例
の
内
容
を
検

討
し
た
埼
玉
県
議

会
議
員
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
や

意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
の

適
正
化
に
関
す
る
県
議

会
議
員
連
盟
研
究
委
員
会

（
久
保
田
松
幸
委
員
長
）

は
、
太
陽
光
発
電
設
備

の
適
正
導
入
と
維
持
管

理
の
参
考
と
す
る
た
め

甲
府
市
善
光
寺
地
内
、

甲
斐
市
菖
蒲
沢
地
内

及
び
富
士
吉
田
市
上
暮

地
地
内
の
三
カ
所
の
太
陽

光
発
電
設
備
を
視
察
し
、

事
業
者
な
ど
か
ら
工
事
の

概
要
や
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
現
状

や
課
題
等
に
つ
い
て
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
に
関
す
る
政
策
提

言
案
作
成
委
員
会

（
望
月
勝
委
員
長
）

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
に
関
す
る
政
策

提
言
案
の
作
成
の
参

考
と
す
る
た
め
、
信

州
白
馬
八
方
温
泉
し

ろ
う
ま
荘
（
長
野
県

北
安
曇
郡
白
馬
村
）

と
白
馬
村
議
会
を
訪

問
し
、
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

調
査
先
で
は
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に

関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
質
疑
や
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
梨
活
性
化
促
進
県
議

会
議
員
連
盟
農
林
業
部
会

（
鈴
木
幹
夫
部
会
長
）
は
、

県
内
養
豚
農
場
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｆ

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
養

豚
農
家
が
安
心
し
て
畜
産
経

営
に
携
わ
れ
る
よ
う
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ

感
染
が
疑
わ
れ
る
事
案
や
感

染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
、

迅
速
か
つ
的
確
な
防
疫
措
置

を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
万

全
な
体
制
を
整
え
る
こ
と
等
、

Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
防
疫
対
策
の
強
化

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
執

行
部
に
再
度
要
望
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
、
要
望
書
を

長
崎
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

山
梨
県
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
条
例
案

作
成
委
員
会

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
化
に
関
す
る

県
議
会
議
員
連
盟
研
究
委
員
会

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
関
す
る

政
策
提
言
案
作
成
委
員
会

山
梨
活
性
化
促
進
県
議
会
議
員
連
盟
農
林
業
部
会

岡山県議会で調査する委員

埼玉県議会で調査する委員

白馬村議会で調査する委員

左から坂内啓二農政部長、遠藤浩副議長、大柴邦彦議長、
　　　長崎幸太郎知事、鈴木幹夫部会長

　県議会に関する各種情報
を、ホームページからご覧い
ただけます。また、本会議の
会議録については、県議会ホー
ムページの会議録検索システ
ムのほか、県立図書館、お住
まいの市町村役場等でもご覧
いただけます。

ホームページ、
会議録を
ご覧ください

山梨県議会 山梨県の歌

1	 光すがしい朝風に
めぐる山なみ色映

は

えて
のぞみ溢

あふ

れる山梨に
伸びゆく明日のよろこびを
心あかるく語ろうよ

2	 富士もきよらな湖
みずうみ

に
実る葡萄の野は晴れて
めぐみ豊かな山梨に
文化を興

おこ

すたのしさを
共に讃

たた

えて進もうよ

3	 ゆうべまどいの灯
ともしび

に
力新
あらた

に湧
わ

きいでて
ゆくてかがやく山梨に
手をとりいきるしあわせを
胸の底から歌おうよ

山梨県の歌
作詞：矢沢千里
作曲：岡本敏明

山梨県のHPにて、
県歌を聞くことが
できます。




